平成25年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）

分担研究報告書
外来化学療法を受けている再発患者のストレスとコーピング調査 
－サバイバーに対する支援のあり方を考える一助として－
研究分担者　松岡　順治　（岡山大学大学院保健学研究科　教授）
　研究協力者　中嶋　友紀　（岡山大学医学部保健学科　看護学専攻）

　　　　　　　山根　香織　（岡山大学医学部保健学科　看護学専攻）


A. 研究目的
　近年の抗がん剤治療の進歩、在院日数の制限などから外来で抗がん治療を行う例がふえている。患者にとって療養生活を送りながら仕事を行い家族と日常生活を送ることが可能である利点がある一方で、不安、恐怖、仕事、今後の行く末などを案じていることがわかっている。外来化学療法を受けている再発した肉腫患者におけるストレス要因とそれにいかに対処しているかというコーピング反応について検討した。

B. 研究方法

　平成２５年９月９日から１０月１７日の間、岡山大学病院外来で化学療法を受けている肉腫患者を対象とし、研究に同意を得られた１７人についてアンケート調査をおこなった。年齢、性別などの基本項目の他、ストレス状態の測定として、「自己存在」、「病気の進行」、「日常生活の再構成」、「社会・経済の見通し」の４因子からなる、神田らの開発したCCRS, Cancer Chemotherapy Concerns Rating Scaleを使用した。コーピング反応は、「Fighting Spirit」, 「Helpless/Hopeless」,　「Anxious Preoccupation」, 「Fatalism」, 「Avoidance」からなるMAC, Mental Adjustment to Cancer Scale日本語版を使用した。解析にはSPSSを用い、患者背景とCRS、MACとの関連について検討した。
（倫理面への配慮）

　本研究は岡山大学倫理審査会に於いて承認を受け施行した。研究目的、研究方法、研究参加の任意性、拒否することでの不利益は生じないこと、匿名性の確保を説明し、同意が得られた患者に無記名の自己記入式質問表を配布し、研究者が質問表を受け取った時点で研究参加への同意と見なした。
C. 研究結果

　対象者は１７名でうち２名はアンケートに欠損があり１５名を検討した。気がかりは高い順に①再発、転移の不安、②気力、体力の低下、③常に病気のことを考えてしまうであり第２因子の病気の進行に当てはまる項目の得点が高かった。就業している患者に於いては「病気の進行」と「社会経済の見通し」の間に正の相関がみとめられ、治療期間が長い患者では「社会経済の見通し」との相関が見られた。
コーピングに対しては「FS」は年齢と強い正の相関が見られた。「Hopeless/Helpless」については就業していない者のほうが就業している者より高く有意差が見られた。
D. 考察

　治癒する可能性が少ない再発肉腫患者においては「病気の進行」が最も大きいストレスになっている。就業していない患者、治療期間と「社会・経済の見通し」は有意に相関していたことから、長期にわたる療養を必要とする患者にとって、安定した雇用、収入の確保が大きなストレスになっていると考えられる。
コーピング反応については「Fighting Spirit」と年齢が相関し、高年齢ではストレスを受容して前向きな治療姿勢を示す心理反応を示していた。人生経験、困難を経験し肯定的な感情が増加しているからであると考えられる。逆に若年層の患者に於ける支援の必要性を示している。就業をしていない患者においては「Hopeless/Helpless」が相関を示していた。ストレス反応と同様社会的、経済的安定がないこと、病気や治療について考える時間が多いことなどによる要因が考えられる。安心して治療を受けるためにも就業の支援が必要であると考えられた。
E. 結論

　外来化学療法を受けている肉腫患者１５名によるアンケート調査で
ストレスは「病気の進行」に関する項目が高く、「社会・経済の見通し」の項目で就業の有無と治療期間の長さが関連していた。コーピング反応については高年齢で「FS」が高く、「H」については就業の有無が影響していた。
F. 研究発表

1. 論文発表　　なし
2. 学会発表　　なし
研究要旨：　外来化学療法を行っている再発肉腫患者におけるストレス要因とそれに対するコーピング反応を明らかにし、患者背景との関連を調査研究した。１５名の再発肉腫患者の気がかり（ストレス要因）は「病気の進行」であり「社会・経済的見通し」であった。特に就労のない患者、若年の患者においてその傾向が強くコーピング反応も「Helpless/hopeless」となっていた。長期療養の必要ながん患者においては就労支援、とりわけ６０歳以下の患者に対する支援が必要と考えられた。








